
◆恵庭跨線橋全体を見据えた合理的な対策◆

◆PC中空床版の性能評価および対策工◆ 
★性能の評価結果 

☞コンクリートの変状の経時変化を考慮した現

有および将来の構造性能評価

（コンクリートの配合等に関する条件や環境

条件などは詳細調査の結果を使用）

☞現有性能：1-3，6-8，9-11 径間は，いずれも
現状では破壊に対する安全性を満足する．

☞将来性能：1-3 径間においては，主桁上面全
体のコンクリートの脆弱化やPC鋼材の腐食
による破断を防げた場合には 40年程度，破
壊に対する耐荷力を保持できる．

☞ただし，1～3 径間の主桁においては，橋面
からの水の浸透が見られることから，性能の

低下を抑えるために，主桁上面からの水の

供給を遮断する対策（防水）が必要である．

【恵庭跨線橋の概要】 【実施フローチャート】 

【業務の概要】 令和元年度に実施した 1 径間から 3 径間の PC 中空床版を対象とした調査および検討から，
ASR と凍害が複合したコンクリートの劣化により，構造物の耐荷性や耐久性が低下していることが明らかとなっ
た．対策の検討の結果，補修や補強に比べて，1径間から 3径間の「更新」が優れているとの評価に至った．

しかしながら，建設時に使用した材料が同一の場合，4 径間から 11 径間も同様に耐荷性や耐久性が低下して
いることが懸念される．このことから本業務では，恵庭跨線橋全体としての合理的な維持管理の対策を検討す

ることを目的として，本橋の上部工を構成する PC 中空床版とプレビーム桁の全体を対象に調査を実施して，現
有と将来の性能を評価した．その性能の評価結果に基づき，橋梁全体に対する対策の方針を整理した．
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【詳細調査および性能評価，対策工の概要】 

★個別の対策工 

☞1～3 径間については，主桁上面のコンクリートの劣化や PC 鋼材の腐食を抑
えることで，最大で今後 40 年程度の供用が可能である．そのためには，橋梁
を「更新」する時期まで防水等の劣化を抑制する対策を講じる必要がある．

☞対策工として，主桁上面の脆弱部は除去し，断面修復を行った後，橋面からの

水の浸入の抑制として床版上面を研掃して「シート系防水」を敷設する．

☞4-5径間と併せて対策を行うことが望ましいが，実施できない場合はPC鋼材の
腐食を抑えるために遅くとも 10年以内に対策を実施する．ただし，鋼材の腐食
の進行は不確定要素が多いため，経過観察しながら対策を実施する．

☞6～11 径間については，今後無対策で供用し続けた場合でも，40 年程度は破
壊の恐れはない．ただし，少なくとも橋梁を「更新」する時期まで劣化を抑制す

る対策を講じ，供用期間の延命を図る必要がある．（塗膜系防水）

【全景写真】 

★全体対策の基本方針  

☞防水の対策を行うことを前提に，PC 中空床版は最大で 40 年程度供用が可能である．一方，プレビーム桁の余寿命は， RC 床版の疲労により 25 年程度であることから，
橋梁全体の寿命はプレビーム桁（4，5径間目）から決まる．プレビーム桁の更新までは，PC中空床版を主桁上面の防水により維持する．
☞本橋は，当時「非電化区間」で架橋されたが，架橋後に「電化」され建築限界が変更となっている．そのため，5径間を更新する際は，桁下クリアランスを現状より 1.3m上
げることとなり，その影響で起点側および終点側の施工基面高も高くする必要がある．そのため，跨線部を更新する際には側径間も含めて全体を更新する必要がある．

☞更新時の縦断勾配の変更に伴い，下部工橋座面のかさ上げが必要となる．なお，最急勾配は 6.0%となるため，冬期交通への配慮（ロードヒーティング）は不要となる．

【プレビーム桁（5径間目）】 【PC中空床版（6～11径間目）】

【プレビーム桁（4径間目）】 【PC中空床版（1～3径間目）】

調査

コンクリートコアによる試験

・配合推定試験
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【コア削孔位置ごとの高さ方向の分布】

・圧縮強度試験
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・走査電子顕微鏡観察

現状のコンクリートの
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確認するための試験
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・上面の脆弱部の範囲
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・外気温の経時変化

・湿度の経時変化

・凍結防止剤の散布

散布の状況

散布開始年度

材料の経時変化を求めるための解析

（部分モデルによる材料-構造連成解析（DuCOM-COM3））

構造解析

材料の経時変化を踏まえた橋梁モデルによる構造解析（COM3D）

・初期状態（0年）

・現状（48年）

・将来予測（60年，70年，100年）

主桁の高さ方向の

・コンクリートの強度の経時変化

・収縮，クリープ，ASR，凍結融解作用によるコンクリートの経時的な体積変化

部分モデルから得られた材料の情報の

構造解析モデルへの適用（領域の割り当て）の検討

コンクリートの強度の経時変化

コンクリートの経時的な体積変化

・使用状態に対する損傷状況，鋼材およびコンクリートの応力の経年変化

構造物の性能の評価

恵庭跨線橋の維持管理のシナリオの検討

評価・

方針検討

単純プレビーム

(第4・第5径間)の

性能の評価結果

◆詳細調査◆ ※圧縮強度については昨年度と異なり，設計基準強度（40N/mm2）を超える十分な強度が確認された．        

★コンクリートの配合について 

☞水セメント比は，1-3径間のW/Cが 55.1%，6-8径間のW/Cが 46.8%と差が見られた．
☞空気量より，特に 1-3径間が凍結融解作用による劣化を受けやすいコンクリートであった．
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★骨材について 

☞膨張量は，1-3径間と 6-8径間で差は見られず，同じ骨材と想定される．
☞プレビーム桁の RC床版は，PC中空床版に比べて膨張量は小さい．

【性能の予測（1-3径間）】 

【性能の予測（6-8径間）】 

◆プレビーム桁（RC床版）の性能評価および対策工◆ 
★性能の評価結果 

☞コンクリートの変状の経時変化を考慮した押

抜き破壊に対する疲労寿命の評価

（コンクリートの配合等に関する条件や環境

条件などは詳細調査の結果を使用）

☞上面コンクリートの脆弱化によって，耐荷力

はすでに大きく低下しているが，通常の使用

時の性能（使用性）は確保されている．

☞現状の耐荷力を維持できるのは，床版上面

から水の供給が続く場合で 2.5 年前後，乾

燥状態を保持できた場合で 25年前後の見

込みとなる．

☞床版上面に滞水が見られることから，疲労

耐久性の低下を抑えるために，水の供給を

遮断する対策（防水）が必要である．

★個別の対策工 

☞水の供給により疲労寿命が短くなるため，2.5 年以内には対策が必要となる．
水の供給を遮断した場合でも床版は 25 年程度で耐荷力を維持できなくなるた
め，構造性能の回復，性能低下の抑制を図る必要がある．

☞更新案：プレテンホロー桁による架替え（プレビーム桁よりも安価であり，コンク 

リート片の剥落リスクが小さい）

補強案：床版コンクリート部材の交換（打替え工法） 

補修案：床版上面は断面修復+シート系防水，下面は剥落防止材による対策 
☞比較検討の結果，経済性は他案と同程度で，安全性が確保でき第三者影響

度によるリスクをほぼ除去することができる更新案（架替え）を最適案とする．

【性能の予測（上面が乾燥状態）】 

【性能の予測（上面の水の供給持続）】
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